
水懐の庭 - 水郷佐原における親水公民館提案による地域再生 - 園 佳美（東京工業大学大学院）
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佐原町の変遷

提案

生活

川沿いのまちは、生活・歴史や伝統・水辺

が交わることで地域独特の街並みを形成し

ており、今でも活気がある。

駅周辺の活気の回復　　　　：かつての港跡地に建つ公民館を解体し、川沿いの活気ある街並みと

　　　　　　　　　　　　　　つなげるように、本来のまちのスケールで再設計する。この建築に

　　　　　　　　　　　　　　よって川沿いの活気が駅の方までうつり、川沿いだけでない、まち

　　　　　　　　　　　　　　全体の活気を作るキッカケの場となる。

親水性の回復　　　　　　　：川から駅まで、公民館の中心に一筋の水路を通すことで、公共的な

　　　　　　　　　　　　　　機能の場に親水性を持たせる。そうすることで、かつてのように子

　　　　　　　　　　　　　　供たちの遊び場、釣り場、舟の練習場等、日常的に水と関われる場

　　　　　　　　　　　　　　を作り出す。また、駅と舟めぐりの交通網がつながる場ともなる。

そして、埋立地には、まち中に点在していた

公共機能が集まり、１つのブラックボックス

化した大きな公民館が建てられる。周辺にも

スケールアウトした建物が増えていく。

一方で、川から外れた敷地 ( 佐原駅北側）は、

かつては川とつながる佐原港であったが、

1970 年代に埋め立てられ、川とのつながり

がなくなる。

そして駅周辺は廃れ、シャッター街と化す。
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建築と祭りの関係

計画する建築・水の断面

　「水郷」と呼ばれる水辺との関係が深いまちには、舟の行き交う
風景、変化する光、風の抜け方といった水辺に寄り添う様々な要素
が人々の生活と絡み合い、非日常的な美しさや懐かしさを生んでい
る。敷地である千葉県香取市佐原も、古くから利根川水系の恩恵を
受ける水郷のまちとして栄えてきたが、市街地化や護岸整備により、
水辺との日常的な関わりは薄れ、川沿いの活気が残るのみである。
そこで、かつての舟溜まり跡地に建つ、ブラックボックス化した公
民館を解体し、駅の方から川まで一筋の水路を通し、それに沿った
まちの人のための公民館を再設計した。まちに今でも残る川、舟、
まち並、祭りといった要素が加わっていくことで、日常的に新しく
も懐かしい水辺の風景が紡がれていく。

公民館
小野川

佐原駅

活気の薄れた駅北側にある公民館を解体し、活気のある川に

伸ばすようにヴォリュームを作り、水路を通す。

解体した公民館内の用途と、新しく加えた伝統工芸工房、食堂

などの用途に合わせてボリュームを分割する。

分割したヴォリュームを浮かせたり、繰り抜いたりすることで、

全体を構成し、空間に差異を与える。
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佐原町の要素スケッチ

佐原町全体図

児童館からつながる浅い水辺で遊ぶ子供たち。
屋根によって光が変化し、水路の質も変わる。

1. 駅につながる回廊
2. バス停
3. ため池・舟庫
4. 駐車場
5. ホール
6. ホワイエ
7. 宿 / ロビー
8. まちの図書館
9. 橋渡しの喫茶店
10. まちの映像室

11. 子供用舟庫
12. 児童室
13. 寄合所
14. のの字広場
15. 和紙工房
16. 和紙店舗
17. 張子工房
18. 張子展示室
19. 市場用舟庫・水辺舞台
20. 市場

21. 花加工場
22. まちの花壇
23. 既存の山車蔵
24. 船頭さん事務室
25. 橋渡しの喫茶店
26. 舟辺の喫茶店
27. 舟庫
28. 小野川

張子工房から水辺舞台を臨む。
のぼりダシでは巻いたばかりの張子を乾燥させる。

水路の入り口。小野川の護岸と連続した石積み護岸には、菖蒲等の季節の花やコケが
生え、年月とともに川沿いに自然の景観を生み出していく。

祭りの日には公民館の駐車場に街の山車約 20体が集結し、敷地横の
道路を通り抜ける。この建築は物見の場となる。

断面パース : まちの図書室。書庫につながる橋、祭りの時の時に山車を眺めるこ
　　　　　  ともできるテラスにつながる階段は町屋でいう通り庭、水路はみん
　　　　　  なの中庭になっている。

断面パース : まちの映像室。二階のテラスは、祭りの際に山車にのる巨大な人形
　　　　　　の部分を切り取って眺めることのできる空間になっている。

断面パース : まちの花壇。普段はのぼりダシで花を育て、奥の 2階では摘んだ花を加
　　　　　   工する。水路ではさまざまンシーンがレイヤードされている。

切妻平入りの屋根が連続し、まちに残る重伝建エリアにつながっていく。
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第 10回「街並みの美学」トラベルスカラシップ応募　　研究旅行計画

研究旅行のテーマ：水と共生した暮らしを営む集落と持続・保存の研究 研究旅行地域：金澤古鎮、楓徑古鎮 ( いずれも上海市 )

卒業設計・卒業論文で考えたこと

中国・西塘古鎮の煙雨長廊

小野川上での佐原囃の演奏

トンレサップ湖の杭上集落 ( 乾季 )

下館祇園祭り ( 茨城県筑西市 ) での神輿の浜降り

真鶴貴船祭り ( 神奈川県 ) での舟神輿浜降り

訪問予定地域の中国・水郷古鎮 画像引用元：各市町観光協会ＨＰ,GoogleEarth, トリップアドバイザー　http://www.tripadvisor.jp/Tourism-g294211-China-Vacations.html

　私は、学部生の頃から水と共生する生活を営む地域・集落に強い興味を持っていました。

それは、大学 2年生の時に訪問した中国の水郷古鎮で「こんなにも人と水が近く、日常的

に関わり合い、なおかつ美しい景観を生み出している地域が存在するなんて。」と感動し、

ずっと心に残っていたためです。タイやカンボジア、フィリピンに代表する東南アジアの

水上集落、チチカカ湖上の浮島集落、イタリアの水都ヴェネツィア等、水と関わりの深い

集落が数多く世界にあり、美しい景観だけでなく、水の脅威と戦ってきた暮らしの知恵も

存在していることを知り再度驚き、さらなる興味を覚えました。そこで私は、卒業設計も

卒業論文もどちらも「水と人の暮らし」に関係するテーマにしようと決めました。

　卒業設計では、日本の水郷地域を代表する千葉県の佐原地域を対象に、水と人が日常的

に関われる公民館の再設計を行いました。そこでは市街地拡大化によって公共機能が集積・

ブラックボックス化し、さらに水との日常的な関わりが薄くなってしまった町全体を、重

要伝統的建築物群保存地区として残されている街並みの要素や、活気ある祭り、まちに流

れる小野川の清掃活動といったまちの人の水に対する働きかけ等、まちが持つポテンシャ

ルを活かしながら、水郷地域としてあったはずの風景を取り戻していこうというものです。

　卒業論文では、水と祭りの関わりの変遷について書きました。特に祭りの際に神輿が水

の中に入る「浜降り」を行う地域を中心に調査をしたのですが、そのほとんどは漁業を中

心に栄えてきた地域でした。かつては神社から神輿を出し、町内を巡行した後、水辺に至

り神事を行うという一連の流れがありましたが、市街地拡大化によって神社・町・水辺の

まとまりが見えにくくなり、さらに海岸・河岸開発の進んだ地域では、神事自体が消失し

てしまいました。そんな中、コンクリート護岸に浜降りようの斜路・鳥居を設けたり、神

輿を水中に入れる代わりに船に乗せて神事を行う地域もありました。

　卒業設計・卒業論文を通して、これからの人と水との関わりは、もっと地域に根付く

「伝統」を中心に考えていく必要があるのではないかと考えるようになりました。

　

園　佳美 ( 東京工業大学大学院 )

街並みの保存について考えていること

　「伝統」の一つとして、その地域の歴史・人々の生活の集積ともいえる「街並み」が挙

げられます。近年、そういった伝統的な街並みを保存することが良しとされていますが、

何をもって保存されているといえるのか、疑問を持つようになりました。そしてその答え

は、実は美しくて感動した中国の水郷風景にありました。それは、人の生活の息吹でした。

私は人の暮らしている風景を含めた水郷全体に心を動かされたのです。

　私はこれから先、街並みの保存についてもっと研究していきたいと思っています。そし

て、講義や設計課題で学んだことだけでなく、自分で地域に訪れて、自分の足で歩いて感

じたこと、目で見て学んだことから考えられる人になっていこうと思っています。

　訪問予定地域は以下の 2つを考えています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　

中国 /金沢鎮・楓徑鎮 ( いずれも上海市 )

中国の江南地方には水路で形成された街が無数に存在します。近年、その美しさに魅かれ

観光スポットとなる地域が増えています。一方で、問題視されているのが町の開発と保存

のバランスのとり方です。有名な観光スポットの中には行き過ぎた開発のせいでゴテゴテ

のテーマパークと化し、人の生活の息吹が感じられない観光の街となってしまった地域も

あります。その中で上にあげた二つは大規模な開発はされておらず、少しずつ適度な変化

をしながら、今でも人々が普通に暮らしている魅力的な街だと聞いています。そのため、

これから街並みの保存や水郷研究を行う上で必ず訪問したいと考えています

研究旅行の訪問予定地域について
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1. 金澤古鎮航空写真
2. 水路沿いの街並み
3. 舟も日常的に使用される
4. 水郷古鎮にはり巡る路地
5. 中庭で遊ぶ子供たち
6. 窓が少しずつ改修されている

7. 楓徑古鎮航空写真
8. 水路沿いの回廊で和むじいちゃん達
9. 自然の素朴な感じが残っている
10. 橋から見た水路と街並み
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